
フリガナ 生年月日（西暦）

氏　名

現住所

  〒

性別 女性・男性・その他

メール
アドレス

電話
番号

職業

　①会社員・団体職員　②公務員　③教職員　④自営業・フリーランス　

　⑤パート・アルバイト　⑥専業主婦・主夫　⑦学生

　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１）外国語、点字、手話など語り継ぎ手として、活かせそうな特技や資格などがあれば、具体的にご記入くださ
い。（例：「英検〇級」「沖縄検定〇級」など）

２）ガイドや平和学習、ボランティア活動などに関連する経験や資格があれば、具体的にご記入ください。
（例：「〇〇団体に所属し活動中」「学芸員の資格あり」など）

３）今回、養成講座に応募された理由についてご記入ください。

４）講座終了後、「語り継ぎ手」としてどのような活動をする予定ですか？具体的なプランをご記入ください。

５）この「語り継ぎ手養成講座」のことを、どこで知りましたか？（複数選択可）

　□ 平和祈念資料館や友の会からの案内　　□ 教育機関・学校からの紹介　　□ウェブサイト

　□ SNS（Instagram・X・Facebookなどで見かけた）　　□ 知人・家族・職場などからの紹介 

　□ チラシ・ポスター（掲示や配布で見かけた）　□ 新聞、テレビ、ラジオでの告知　□ うなぁ沖縄からの案内 

　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◇応募要件をご確認の上、記入お願いします。
　　※ウェブフォームでの入力を推奨しています。右のコードからご記入ください⇨

お問い合わせ／お申込み

参加費

無料

　
戦
後
８
０
年
。い
ま
、
沖
縄
戦
の
記
憶
を
受
け
継
ぐ
戦
争
体
験
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

歴
史
・
証
言
・
資
料
な
ど
を
も
と
に
、
記
憶
の
継
承
に
必
要
な
知
識
を
身
に
付
け
、「
自
分
の

言
葉
で
語
る
」た
め
の
技
術
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
❘

2025年

7/1 8/1（火） （金）～

令和７年度 沖縄戦の語り継ぎ手養成講座　申込書 

送付先　株式会社うなぁ沖縄
メール：niwa@unaa-okinawa.com ／FAX：050-3730-7940
郵　送：〒904-2232 うるま市字川田402番地1、2階 

枠内に回答が収まらない場合は、用紙を追加しても構
いません
送付から３、４日経過しても弊社から返信がない場合
はお手数ですが、下記の番号までお電話ください。

☎ 050-3000-7492（うなぁ沖縄・長嶺、狩俣）
令和７年度 沖縄戦の語り継ぎ手養成事業　　主催：沖縄県平和祈念資料館 

令和７年度

沖縄本島と八重山地域の合計人数募集人数

実施団体・株式会社うなぁ沖縄
〒904-2232　うるま市字川田402番地1、2階
TEL：050-3000-7492　FAX：050-3730-7940
Email：niwa@unaa-okinawa.com

申込フォーム
　はこちらから！

講座日程

応募方法

選　考

令和7(2025)年8月23日（土）～ 11月15日（土）

申込フォームから必要事項を入力してください。

※予定を変更する可能性もございます。予めご了承ください。

※添付の「申込書」をご記入の上、郵送／FAX／Eメールなどで
　申し込むこともできます。

※応募要件については必ず裏面をご覧ください

応募者多数の場合は申込内容をもとに選考し、
申し込み者に結果を通知いたします。

合計40名



沖縄会場
月 日 曜日 回数 内容 時間

８ 23 土
１ 　事前オリエンテーション、開校式 9:30~12:00

2 　沖縄の近代史・琉球王国時代～戦前の沖縄【知識・理解①】 13:00~16:00

8 30 土
3 　沖縄本島及び離島地域における沖縄戦【知識・理解②】 9:30~12:00

4 　八重山戦争マラリア【知識・理解③】 13:00~16:00

9 13 土
5 　沖縄の戦後復興、戦後～現在【知識・理解④】　 9:30~12:00

6 　沖縄戦体験者の語り継ぎ⼿に関する講座及び実習A【構築・発信①】 13:00~16:00

9 20 土 7 　沖縄島中部の戦争関連遺跡及び施設【フィールドワーク①】※バスツアー 10:00~17:00

10 4 土 8 　沖縄島南部の戦争関連遺跡及び施設【フィールドワーク②】※バスツアー 10:00~17:00

10 11 土
9 　レポート作成について、振り返り【構築・発信②】 9:30~12:00

10 　平和学習ファシリテートに関する講座及び実習【構築・発信③】 13:00~16:00

11 8 土
11 　沖縄戦体験者の語り継ぎ⼿に関する講座及び実習B【構築・発信④】 9:30~12:00

12 　平和講話・ガイド、語り継ぎの実践に関する講座及び実習【構築・発信⑤】 13:00~16:00

11 15 土
13 　平和講話・ガイド、語り継ぎの実践に関する講座及び実習【構築・発信⑥】 13:00~15:00

14 　閉校式、修了証書授与 15:00~16:00

石垣会場
月 日 曜日 回数 内容 時間

８ 23 土
１ 　事前オリエンテーション、開校式 9:30~12:00

2 　沖縄の近代史・琉球王国時代～戦前の沖縄【知識・理解①】 13:00~16:00

8 30 土
3 　沖縄本島及び離島地域における沖縄戦【知識・理解②】 9:30~12:00

4 　八重山戦争マラリア【知識・理解③】 13:00~16:00

9 13 土
5 　沖縄の戦後復興、戦後～現在【知識・理解④】　 9:30~12:00

6 　沖縄戦体験者の語り継ぎ⼿に関する講座及び実習A【構築・発信①】 13:00~16:00

9 20 土 7 　石垣島内の戦争関連遺跡及び施設【フィールドワーク①】※バスツアー 10:00~17:00

10 4 土 8 　西表島内の戦争関連遺跡及び施設【フィールドワーク②】※バスツアー 10:00~17:00

10 11 土
9 　レポート作成について、振り返り【構築・発信②】 9:30~12:00

10 　平和学習ファシリテートに関する講座及び実習【構築・発信③】 13:00~16:00

11 8 土
11 　沖縄戦体験者の語り継ぎ⼿に関する講座及び実習B【構築・発信④】 9:30~12:00

12 　平和講話・ガイド、語り継ぎの実践に関する講座及び実習【構築・発信⑤】 13:00~16:00

11 15 土
13 　平和講話・ガイド、語り継ぎの実践に関する講座及び実習【構築・発信⑥】 13:00~15:00

14 　閉校式、修了証書授与 15:00~16:00

※日程や内容は変更する可能性もございますので、あらかじめご了承ください。

■ 会場について
　沖縄本島の会場は沖縄県平和祈念資料館（糸満市）、石垣会場は結い心センター（石垣市）を予定しています。
　県外や離島からのオンライン参加を希望する場合は、事前にご相談ください。
　フィールドワークはオンラインによる配信等は予定していませんので、現地での参加が必須となります。

■ 講師について

　講師は、歴史専門家、有識者、また現在語り手として活躍されている方々が担当されます。
　※調整中のため、講師が確定次第、お知らせいたします

■ フォローアップ研修について
　本講座のほかにも、次年度（令和８年度）に行われるフォローアップ研修（1回）に参加し、1年間の
　活動報告をしていただく予定です。

■ 参加費用について

　参加費用は無料です。ただし、会場やフィールドワーク先までの移動は参加者の負担となります。

沖縄本島または石垣市で実施される当該養成講座の課程を履修可能であること。 

 令和７（2025）年４月１日現在、１８歳以上の者であること。    

本講座修了後は、沖縄県平和祈念資料館友の会または、八重山平和祈念館友の会、

あるいは他のボランティア団体、学校等において平和講話・ガイド 等の活動を行う

ことが可能であること。    

本講座修了後、来年度開催のフォローアップ研修（１回）に参加すること。

　　また、１年間の活動 報告を行うことができること。

今回の講座をきっかけにして
自分の地域でも自分にできる
何かをやらなくてはと考えました。

専門家の思い、地域現場での
経験を共に学べたのは貴重でした。

伝え方にも色々な方法があることがわか
りました。相手によってわかりやすく伝
える工夫について考えた。

様々なバックグラウンドを持つ
参加者の平和教育に対しての
想いや熱意に刺激を受けました。

自分自身だけでは学ぶことができなかっ
た事を幅広く学ぶことができたのが一番
の収穫です。

「沖縄戦の語り継ぎ手」としての
心構え、準備などに対する理解度

「よく理解できた」「理解できた」と
回答した参加者（昨年度のアンケートより）

93%93%

◆応募要件

（一部抜粋）◆前回（令和6年度）の参加者の声

応募前に必ずご一読ください 

【１】知識・理解系（講座①～④）
沖縄の歴史、戦争やマラリアの体験、戦後復興など、背景理解に不可欠な知識を専門家から学びます。

【２】体験・実習系（フィールドワークA、B）
地域の戦跡や資料館等を訪れ、記憶と場所を結びつけて体感的に学びます。（本島は読谷や那覇で実施予定）

【３】構築・発信系（講座⑤～⑩）
「語る」「伝える」ための技術、構成力、発信力を身につけ、自ら講話やガイドを組み立てるための講座を用意
しています。終盤には実際に講話やガイドの内容、教材などを作り上げて発表する機会があります。

◆講座の特徴

昨年度は教職員、バスガイド、平和教育関係、学生など様々な立場の方々が参加しました。受講を終えて、
ご自身の現場や特技を生かして「語り継ぎ手」として活動されている方も多くいらっしゃいます。

専門家による講話、記録資料を活用しながら、知識の習得だけでなく、「継承する力」
「プログラムを組み立てる力」を育てることを重視した講座を実施します。

令和７年度 沖縄戦の語り継ぎ手養成事業　講座スケジュール令和７年度 沖縄戦の語り継ぎ手養成事業　講座スケジュール


